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三〇六







ヂヤムカ札木合の慙悔︀、命に安ずる善言、チンギス カガン成吉思 合罕の情あり義ある處分
三〇九







オナン ガハ斡難︀ 河の源なる第二次の卽位 ヂヤライル札剌亦兒のムカリ木合里の王號、ベスツト別速惕のヂエベ者︀別の西征
三一四







佐命の功臣 八十八人、九十五の千戶の官人
三一七







功臣の恩賞 タタル塔塔兒のシギ クトク失吉 忽禿忽の愛だれ、太祖︀の溫諭、斷事官の任命
三三一







コンゴタン晃豁壇のモンリク エチゲ蒙里克 額赤格の舊恩、羣臣の首位
三三五







アルラト阿嚕剌惕のボオルチユ孛斡兒出の義俠 忠烈、右手の萬戶
三三七







ヂヤライル札剌亦兒のムカリ木合里の受けたる神︀吿、左手の萬戶
三四〇







バアリン巴阿𡂰のゴルチ ウスン豁兒赤 兀孫の讖言、三十妻の舊約の履行
三四一







ウルウト兀嚕兀惕のヂユルチエダイ主兒扯歹の數度の戰功、ヂヤカガンブ札合敢不の長女 イバカ ベキ亦巴合 別乞の下賜
三四三














卷の九。クビライ忽必來を賞する勅より番士の貴重 職掌 威嚴まで


バルラス巴嚕剌思のクビライ忽必來の武功、四狗四駿 二先鋒の稱、注意を受くる木匠 ベドウン別都︀溫
三四九







ゲニゲス格你格思のクナン忽難︀の忠勤、ヂユチ拙赤の下の萬戶、ココシユス闊闊搠思 デガイ迭該 ゴルチ豁兒赤と四人の直臣
三五〇







をさななじみなるウリヤンカン兀哴罕のヂエルメ者︀勒篾、父と別に千戶となるコンゴタン晃豁壇のトルン チエルビ脫侖 批兒必
三五二







オングル汪古兒 厨官のバヤウト巴牙兀惕 統領、ボロクル孛囉忽勒と二人にて食物の給散
三五三







ホエルン ウヂン訶額侖 兀眞の養ひ子 四人の恩返し、トルイ拖雷 オゴダイ斡歌歹を救へるボロクル孛囉忽勒 夫妻の功
三五五





[目次]
女子の恩賞、ゴルチ ウスン豁兒赤 兀孫に賜はるベキ別乞の位
三六〇







モンクト忙忽惕のクイルダル ネグス忽亦勒荅兒 捏古思のチヤガン ゴア察罕 豁阿 二人の遺族の恩給
三六二







スルドス速勒都︀思のソルカン シラ瑣兒罕 失喇 父子の舊恩、ソルカン シラ瑣兒罕 失喇 バダイ巴歹 キシリク乞失里黑 三人のダルカン荅兒罕
三六三







バアリン巴阿𡂰のナヤア納牙阿に賜はる中の萬戶、ヂエベ者︀別 スベエタイ速別額台 デガイ迭該 グチユグル古出古兒の封戶
三六六







宿衞 箭筒士 侍衞 一萬人の選び入れ
三六九







一千の宿衞 一千の箭筒士 八千の侍衞の長官どもの任命
三七二







侍衞の四班の宿老どもの勤務
三七六







番士の貴重 職掌 威嚴
三七八














卷の十。老宿衞 大侍衞 等の美稱よりコンゴタト晃豁塔惕の破滅まで


老宿衞 大侍衞 老勇士 大箭筒士の稱、愛撫すべき萬の番士
三八三







宿衞の雜務 從征 陪審、箭筒士 侍衞の屯營、ドダイ チエルビ朶歹 扯兒必の殿中 取締
三八五







クビライ ノヤン忽必來 那顏にカルルウト合兒魯兀惕の降り
三八九







メルキト篾兒乞惕の遺孽
〈［＃「遺孽」は底本では「遺蘖」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉をスベエタイ バアトル速別額台 巴阿禿兒の追ひ窮め
三九一







ナイマン乃蠻のグチユルク カン古出魯克 罕をヂエベ ノヤン者︀別 那顏の追ひ窮め
三九二







ウイウト委兀惕のイドウト亦都︀兀惕の降附、皇女 アル アルトン阿勒 阿勒屯の下嫁
三九四







皇子 ヂユチ拙赤に林の民の降附、オイラト斡亦喇惕 オングト汪古惕に皇女の下嫁
三九七







ボロクル ノヤン孛囉忽勒 那顏の戰死、ドルベ ドクシン朶兒伯 朶黑申のトマト禿馬惕 征服、ゴルチ豁兒赤 クドカ ベキ忽都︀合 別乞の助かり
四〇三







母と子弟とに民の分配、三弟 四子の傅
四〇七







コンゴタト晃豁塔惕にカツサル合撒兒の打たれ、テブテンゲリ帖卜騰格哩の讒言、母に怒られたる太祖︀の愧懼
四一一







テブテンゲリ帖卜騰格哩の橫暴、テムゲ オツチギン帖木格 斡惕赤斤の泣き訴へ、ボルテ ウヂン孛兒帖 兀眞の慨︀み言
四一五







テブテンゲリ帖卜騰格哩の打取り、死體の失せ、モンリク エチゲ蒙里克 額赤格の責められ
四一九














卷の十一。金國 征伐の始まりより(今考定太祖︀西征之役)まで


金國 征伐の、始まり、縉山の戰、居庸關の戰、東昌の不意打ち
四二七







金の丞相の請和の建議、金帝の屈服
四三九







タングト唐兀惕 征伐、駱駝 貢獻の願ひ、辛未の一擧に二國の降服
四四二







甲戌の金國 再征、潼關の戰、(注、サルヂウト撒勒只兀惕のサムカ バアトル撒木合 巴阿禿兒の南侵)
四四六





[目次]
中都︀の近郊の駐蹕、タタル塔塔兒のシギ クトク失吉 忽禿忽の廉直
四五一







金の質子、ヂユチ カツサル拙赤 合撒兒の東略
四五五







西域 征伐の始まり(注、コラズム闊喇自姆の異稱 勃興 釁端) エスイ カトン也遂 合屯の建議 太祖︀の嘉納、ヂユチ拙赤 チヤアダイ察阿歹 兄弟の爭、チヤアダイ察阿歹の傳 ココシユス闊闊搠思の訓諭
四六〇







皇子 四人の意見、オゴダイ斡歌歹 相續の承諾、太祖︀の兄弟 五人の相續人
四六九







タングト唐兀惕の徴發、アシヤガンブ阿沙敢不の大言
四七三







己卯の出征、(注、太祖︀ 西征の路順)、ヂエベ者︀別 スベエタイ速別額台 トクチヤル脫忽察兒 三將のスルタン速勒壇 追擊、トクチヤル脫忽察兒の軍令 違反、シギ クトク失吉 忽禿忽の敗北、(注、西游記の月日の確實)、シンド信度 河の戰、バルアン巴嚕安 原の駐夏、ヂエラレツヂン者︀剌列丁をヂヤライル札剌亦兒のバラ巴剌の追驅け、ヂエベ者︀別ら三將の賞罰
四七五







ヂユチ拙赤 チヤアダイ察阿歹 オゴダイ斡歌歹のウルゲンチ兀兒堅只ぜめ、トルイ拖雷のコラサン闊喇散 侵掠、オゴダイ斡歌歹の統軍
四九四







オトラル斡惕喇兒の落城、ブカル セミスカン不合兒 薛米思干の戰、(注、二城の名稱 地理 沿革 集史の叙事)、金寨嶺の避暑︀、(注、鐵門關の地理 紀行)、トルイ拖雷の凱旋、(注、コラツサン闊喇散 諸︀城の地理)
四九九







三皇子の我儘を太祖︀の怒り、三大臣の諫め、三 ゴルチ豁兒赤の建議、シユルマカン搠兒馬罕の出征
五一三







ドルベ ドクシン朶兒伯 朶黑申の出征
五二〇







スベエタイ バアトル速別額台 巴阿禿兒の遠征、(注、十一部落の地理、ラシツド喇失惕 ドーソン多遜 カラムジン喀喇姆津 元史の記事)
五二一







ダルガチ荅嚕合赤の設け、ヤラワチ牙剌哇赤 マスクト馬思忽惕 父子の用ひられ
五三二







七年の遠征、バラ巴剌のインド印度 侵掠、太祖︀の凱旋、(注、西游記なる壬午の囘駕、角端の奇談)、エルチシ額兒的失の駐夏、(注、丘長春の歸路、癸未 甲申の駐夏 駐冬)、乙酉の歸國
五三六







(今考定太祖︀西征之役)
五四四














卷の十二。タングト唐兀惕
〈［＃ルビの「タングト」は底本では「タント」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉 最後の征伐より庚子の大 クリルタイ忽哩勒台まで


タングト唐兀惕 最後の征伐、大祖︀の負傷、アシヤガンブ阿沙敢不の暴言、(注、アラシヤイ阿剌篩 エリガヤ額哩合牙 エリヂエウ額哩折兀
〈［＃ルビの「エリヂエウ」は底本では「エリヂエフ」。昭和18年復刻版に倣い修正］〉の解)、ハラン賀蘭 山の戰、雪山の駐夏、元勳の恩賞
五六七
〈［＃「五六七」はママ。実際は「五五九」］〉







タングト唐兀惕のブルカン不兒罕の來降、(注、ウラカイ兀喇孩 ドルメガイ朶兒篾該の解、元史に委しき征夏の師)、ブルカン不兒罕の貢獻、(注、九を尙ぶ蒙古の俗)、ブルカン不兒罕の殺︀され、トルン脫侖の恩賞
五六九







タングト唐兀惕の殲滅、太祖︀の昇遐、(注、集史の記事、太祖︀の崩じたる地と日と、太祖︀ 臨終の言、起輦谷のありか、太祖︀紀の「滅レ國四十」)
五七六





[目次]
太宗の卽位、(注、ドーソン多遜の述べたる卽位の禮、幼子に產を讓る北狄の俗、元史の考證)、番士 國民の交付
五八三







バクタト巴黑塔惕の再征、十一部落の再征、長子 出征の定め
五八八







金國 征伐の議
五九四







太宗の親征、(注、金史 哀宗紀 元史 太祖︀紀の摘錄)、山川の神︀の祟、トルイ拖雷の身替わり
五九五







金國の平定、(注、タンマチン探馬臣の解、金元 兩紀の摘錄の續、カラ ゴルム合喇 豁嚕木の考證)
六〇二







バクタト巴黑塔惕の征服 貢賦、十一部落の平定、(注、西史なるバト巴禿 西征の摘錄)、ヂユチン女眞 高麗の征定、(注、シヨランガス莎郞合思の稱、元史 高麗史の摘錄)
六二〇







主帥 バト巴禿をブリ不哩 グユク古余克の罵り、二人を太宗の怒り、諸︀王 官人の奏議、二人を太宗の叱り、(注、バト巴禿とグユク古余克 ブリ不哩との永き不和)
六三五







宿衞 箭筒士 侍衞の舊制の申飭
六四三







羊 牝馬の賦、倉庫の設け、營盤の分與、チエル徹勒 地方の井堀り、ヂヤム站の設け、チヤアダイ察阿歹の協贊、諸︀王 羣臣の大同、(注、元史 ヂヤムチ站赤の制)
六五二







太宗の四功 四過、(注、ホヲルス訶倭兒思の引ける太宗の逸︀事、西人の批評)
六六一







庚子の大 クリルタイ忽哩勒台、(注、太祖︀の四つのオルド斡兒朶、遊牧の民に行はるゝ聚會、定宗 卽位の大會の盛況)
六七一









成吉思 汗 實錄の目錄 終り。
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